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青　井　和　夫

1． 社会化

　社会化の 問題に つ い て 私は ， か つ て 「社会化再考
（1）

」 とい う論文の 中で ア イ デ ン テ

ィ テ ィ とイ ソ テ グ リ テ ィ の 関連を論 じ， 日本人の ラ イ フ サ イ ク ル を ， 死 後の過程 ま で

含めた 図 1 の 如 き円環
（2）として 表示 してお い た 。 また ， その 後の 『社会学原 理』 で も，
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　　　　図 1　 日本人の ラ イ フ サ イ ク ル
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第 1 次お よび第 2 次社会化以後 の社会化 に つ い て ， 次の よ うに 論 じた こ とが あ る 。

　 厂社会化 は第 2 次社会化で 終わ るわ けで はない
。

か つ て は第 1 次社会化以外の すぺ

て の 社会化を第 2 次社会化に 含ませ て い た が，長寿社会 の到来 とともに 老年期が長 く

な り， 社会分化が進 ん で ア イデ ン テ ィ テ ィ の 確立が難 し くな っ て ， い つ まで た っ て も

人間が成熟期に 達す る こ とがで きな くな り， 成人社会化 （adult 　socialization ）とか 老

年社会化 （elderly 　socialization ） とい う概念の 必要性 も叫ばれ る よ うに な っ て い る 。

……成 人 として ， 子 どもや 後輩を く社会化す る〉を立場 に な る と， 自ら進ん で 〈学習

す る〉 とい う色彩が強 くな り， 社会の 機能的要件の 充足 よ りも， 自分の パ ーソ ナ リ テ

ィ の 要求充足 の 方が大 き くな っ て ， 過去を振 り返 りつ つ
， 自己改造や 自己変革をせ ざ

るを えな くな るの だ 。 こ こ に 回顧的社会化 （retrospective 　 socialization ）とか 相互社

会化 （mutual 　socialization ） とか 再社会化 （resocialization ）とい う概念 の必 要徃が 出

て くる理 由が ある
（3 ）

」。

　 「しか し，
こ れだけで は ない

。 老年社会化に は さ らに 新 し い 概 念が必 要だ と私 は考

える
。

なぜ な ら， 過去 の 社会化の 結果を消去 し ， イ ン テ グ リテ ィ （integrity）の 境地

に 到達す るに は ， す べ て を超越 しな けれぽな らな い か らで ある。
こ れを私 は く非社会

化 desocia｝ization＞ また は 〈超越的社会化 transcendental 　sociahzat 三〇n ＞と名づ けた

い
。

…… 日本芸道 （や 武道）に い う く守 ・破 ・離〉 も碁 や将棋 の 〈定石〉 もこ のた ぐ

い で あろ う。 新 し い 啓示を 得るため に ， 宗教家や芸術家 （や武道家）が瞑想 ・独居
・

坐禅の 中で 思 い を こ らすの も， こ の た め で あっ た 。 日本の 芸道や武道に お い て は ， ま

ず流派の 型を徹底的に 身に つ けな けれ ぽな らな い
。 しか し ， 社会化 の 最後の 目標 は ，

型を絶対的に 身に つ け る こ と 〈守〉 で は ない 。 また型を 打ち破 っ て 新 しい もの を創造

す る こ と 〈破〉で もな い
。 守 っ た こ とも破 っ た こ とも忘れ て，型を乗 り超 え超越す る

こ と 〈離〉で なけれ ぱ な らな い 。
こ れ が 日本人の 理 想で あ っ た 。 私が社 会化 の 最後の

段階を 〈超越的社会化〉 と名づ けた の は ，
こ の よ うな思い が込め られて い た の で ある 。

　こ うして 私の 社会化 の 段階は，第 1次社会化
一

→ 第 2 次社会化一
→ 成人社会化一 →

老年社会化 とい う 4段 階とな る の で ある
（4）

」。

2・ 社会化を め ぐる家族 と騨 ．

　と こ ろ で ，　「第 1 次社会化」 の 場面が家族 （父母）で あ る こ とは 誰で も知 っ て い る 。

しか し， 学校そ の 他の 教育諸機関の 重要性が ク μ
一ズ ア ッ プ され る 「第 2 次社会化」

に お い て も， また 職場 と社会的活動を 中心 とす る 「成人社会化」 に お い て も， 家族生

活の 重要性が低下する わ けで は な い 。 出生家族か ら生 殖家族に 移 り ， そ こ で 子 を生み
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育て る こ とに よ っ て ， 親 自身 もまた成長 して い くか らで ある 。 「老年社会化 （超越的

社会化）」 の 場 面 と もなれば ， 再び 職場 と社会的活動か ら家族に 帰 りつ くこ とは 周知

の 事実で あろ う。

　一神教の 国に 生 まれ たせ い もあろ うが ，R ．N ．ベ ラ ー
は ， 家族 に 劣 らず，宗教 の も

つ 社会化機能を重視す る。 周知の 如 く， T ．パ ーソ ン ズ の AGIL 理 論に よれば家族は

全体社会の L 機能を担当す る もの と考 え られて い た が ，
ベ ラ ーは ， 宗教 もまた 社会 シ

ス テ ム の 「価値 パ タ
ー

ソ の 維持」 と 「緊張処理 」 を受け もつ もの として ，個 人の パ ー

ソ ナ リテ ィ と動機づ けに 深い 関係を も っ て い る と主張す る （5）
。 そ して ， 家族が個 人の

パ ーソ ナ リテ ィ 的欲求 とノ ーマ ル な生物学的欲求の充足 に大 きな機能を果た して い る

の に 対 し ， 宗教 は人間 とし て の 究極的な欲求不満に対処す る点が ちが うだ け だ とい う。

　しか しなが らベ ラ ーの 場合に は ， 宗教的鉾済彦）メ カ ニ ズ ム を 説明す る の に 心 理療法

の メ カ ＝ ズ ム を借用 して い る節が ある 。 た とえば ， 心 理療法で は ， 必要に 応 じて ク ラ

イ エ ン トが社会化の 一
層初期の 段 階に 退行す る こ とを 許す よ うに ， 宗教 も， 「古 きよ

き時代」 の 段階に 押 しか え して ， 救済の 実を あげ て い る よ うに 思わ れ る と言 っ てい る

点な どが ，
こ れで あ為う。

こ の よ うな理論的立 場か らみれ ば， 神 との 合一一tsめ ざす神

秘主 義（mys 毛icism）は ま さに 「母子一体状態」の 再 来で あ り，礼拝主義（devotienalism）

は ま さに 「母子の 愛情酌結合関係」 へ の 復帰で あ り， 救済 （salvatiQn ） は 自分 の 野心

を完全に 放棄 して お縋 りす る とい う 「：・・デ ィ プ ス 危機」 へ の 回 帰だ とい うこ とに な ろ

う
（6）

。

　 しか し ，
ベ ラ ーは こ こ に 留 ま っ て は い ない 。 とい うの も， 宗教 は ，

パ ーソ ナ リテ ィ

体系に 対す る家族の 如 く， 緊張処理の 機能を もつ もの と して 社会シ ス テ ム の イ ド （欲

求充足） に 関係 し，価値維持の 機能を もつ もの として 社会 シ ス テ ム の 超 自我 （倫理）

に も関係 して い るか らで ある。 前 者の 過程 の 典型 として 日常的な社会分化をあげ ， 後

老の 過程 の 典型 とし て 非 日常 的なカ リス マ 的革命を あげる こ とがで きよ う
（？）

。 個人 の

発達過程 （社会化過程） と社会 シ ス テ ム の 発展過程 （成熟過程） とは ， よ く似た メ カ

ニ ズ ム に もとつ い て い る の で ある 。

3．　 ラ イフサ イクル

　とこ ろで
， 社会化の 結果は

， そ の 人 の 死 ま で を見と どけ なければ判定で きる もの で

は な い 。
い や ， 孫子 の 代まで 見な い とほ ん と うの とこ ろ は 分か らない とい うの が ， 正

しい の か も知 れ ない
。

こ こ に ， 社会化 と ラ イ フ サ イ ク ル との 関連の 問題が 出て くるの

で あ る 。
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  唯物論的立場か ら見 た ライフ サイクル
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　　　　　　　　　　 図 2　 ラ イ フ サ イ ク ル の 3 類型

（    ◎ と も鎌 田東 二 『翁童論』 新曜社，1988年， 69頁 よ り引用 した）
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　鎌田東二 に よれ ば， ラ イ フ サ イ ク ル に は 三 つ の類型が区別 され る
c8）

。 図 2 の   は唯

物論的立 場か らみ た ラ イ フ サ イ ク ル で ， 身体の 機能停止を も っ て 個体存在 の 終焉だ と

考 える もの で あ る
。

こ れ に 対 して ，  お よび◎ は死 後の 世 界 （霊的世界）の 存在を前

提 とす る 図式 で ある 。

　  の 再 生説 に もとつ くラ イ フ サ イ ク ル で は ， 現実世界で の 死 は死後の 世界 （霊界）

に お け る誕生を意味 し て い る 。
つ ま り現実界 と霊界 とを総合的に考 えた場合，現実界

の 老人は 霊界に お ける子 ども とい う近未来の 影を つ ね に 持 っ て お り， 逆に ， 現実界 の

子 ど もは 霊界に お ける老人 とい う過去の 影を もっ て い る 。 そ こ で ， 鎌田 は 老人 と子 ど

もを つ らぬ く存在性格を 「翁童存在」 と呼ぶ の で ある 。

　以上 の 2 類型に 対 して ， ◎ は 日本の 民俗的な世界観 ・死 後観 ・
電魂観な どを考えあ

わせ なが ら画い た 祖霊 説で の ラ イ フ サ イ ク ル の 図で ある。
こ こ で は 祖霊 とい う

一
種の

類魂 （グ ル
ープ ・7 ウ ル ）か らの 分霊化 と再統合の プ ロ セ ス カ｝考 えられて い る 。 死後 ，

個人 の 霊魂は しだい に 静 ま り， 浄化 して ， 祖霊 とい うグ ル ープ ・ソ ウ ル （仏 ・神）の

中に 入 っ て ゆ き， そ の 加護の 下に 生 まれて くる子 ど もを見守 る と考 え られ て い る の で

ある 。

　 これが再生説 の 一
種か

， あるい は再 生説 に 対立 する もの で ある か に つ い て は
， 意見

が分 かれ よ う。 とい うの も， 柳田国男に よれ ば く9）
， 輪廻転生思想の 入 っ て くる前 に ，

日本に も 「生 まれか わ り」 の 思想があ っ たからで あ る 。 た だ 日本の 場合に は ， 次の よ

うな特色が あ っ た とい わ れ て い る。 1）六 道輪廻 で は な くて ， 人間か ら人間へ の 生 まれ

か わ りで ある こ と。
2）魂が若返 る た め に こ の 世 に再生 して 働 くとい う，魂を若 くす る

思想が あ り ， 生 まれか わ りは 肯定的 に とられて い る こ と 。 3）必ず 同
一の 氏族か ， 血筋

の 末に 生 ま れか わ っ て くる こ と。 祖父 が孫 に 生 まれ て くる と考え られた時代 もあ っ た

よ うで あ る 。

　 い ずれに せ よ ， か つ て の 日本 の神話や昔話や 民俗儀礼で は ， 翁と童は ， 神界（霊界）

と人間界 ， 超越世界 と現実世界を媒介す る神人的存在 と考え られて い た 。 神 々 が老人

や 子 ど もの 姿で ， ある い は か れ らを霊媒 とし て 出現 して い た の は ， 子 ど もと老人が 死

亡 率の 高い 「神隠しに 遇い や すい 」 不 安定 な存在で あ り
（10）

， 性 と労働 と．い う二 つ の

基本的な生産行為か ら疎遠 な， 自由で ，消費的 ・遊戯 的存在で あ っ たせ い か も知れ な

い
（11 ）

。

　 以上     ◎三 つ の ラ イ フ サ イ ク ル 類型を並 べ て み る と ， 前述 の 「社会化再 考」 と い

う私の 論文 に あ る円環型の ラ イ フ サ イ ク ル 図式 は ，
こ こ で の ◎類型に 入る も の で あ っ

た 。
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図 4　完全 な ラ イ フ サ イ ク ル の 内訳
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4，　 精 神発達の トラ ン ス パ ー
ソナ ル理 論

　最近 ， K ，ウ ィ ル パ ーの rア ー トマ ン ・プ ロ ジ ェ ク ト
ー 一

精神発達の ト ラ ソ ス パ ー
ソ

ナ ル 理 論』 を読み ，そ こ に 精神の 進化 ・成長 ・発達図式が 円環状 に表示 されて い る の

を 見て ， 私 は驚い た 。 なぜ な ら ， 今 まで の 欧米の 進化や 成長の 図式 の ほ とん どが一方

向的直線で 画か れ て い た か らで ある 。

　 ウ ィ ル バ ーの 本 の 基本的テ ーマ は ， 「発達 とは 進化で あ り， 進化 とは超越 で あ り，

超越 の 最終 ゴ ール は ア ー トマ ソ ない し唯神に お け る究極的統合的意識に ほ か な ら な

い 」
〔12）

と い うもの で ある
。

つ ま り， ア
ー ト マ ソ との 合一が超越の 目的だ とい うわ け で

あ る 。 ウ ィ ル バ ーξこ よれぽ ， 人間の 意識は大別 して下 意識（前意識）一 泊 己意識一→

超意識へ と発達 して い く （図 3 参照。 紙面 の 都合上説明は 省 くが ， よ り細か い 段階は

図 4 の よ うに な る）。 下意識は本能的 ・衝動的 ・前 言語的で あ り， 自己意識 は 自我的・

観念的 ・言語的な意識で あ る 。
こ れ に 対 し て ， 超意識 は通常の 心理学や社会学や 教育

学に は 出て こ ない が ， 超越的 ・超個人的 ・超言語的な意識を さ して い る
（13〕

。

　欧米で は 自己意識が意識の 最高の 形態で
， 東洋的宗教の 重んず る超意識な る もの を

認め て い ない 。 だか ら ， 無垢 と無知をい みす る前状態 （pre）と ， 悟 りと目ざめをい み

す る超状態 （trans）との 区別 を つ けず ，
フ ロ イ トに従 い ， すぺ て を 自己意識前の 下 意

／
／

正 常1生
＼

＼
自我／仮面　　言語的

一
概 念的領域　　成熟 した 自我

nt言語 的

　 前個的構造

（プyロ
ーz ウロ ボロ ス）

超 書語的

」
超個的構造

（微紙 元因）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ　 　 トラ ン ヌ

図 5 　ラ イ フ サ イ ク ル の 要点 ： 前 対 超
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識 （前意識） と考 えた の で
， 超意識へ の 超 出を前意識へ の 退行 と混同 して し ま っ た

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ

だ が， 図 4 や 図 5 に も示 され て い る よ うに ， 「外向す る弧」 に 含 まれて い た 前構造 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 トラ ン ス

多 くが 「内向する 弧」 に お い て は 超構造 と し て 発現 す る の で あるか ら ， た とえ表 面的

に は類似して い て も ， 両老 を同
一

視 し て は ならない の で ある
（14）

。

　とこ ろで ， こ れ らの 意識 （自己感覚の あ り方）の 発達形式 は，「自己を環境的対象物

か ら分化す る こ とに よ っ て
， 自已 は対象物を超越 し ， そ れを操 作で ぎる よ うに な る 」

と要約 で きるだろ う
゜ 5）

。 後の よ り複雑 で ， よ り統
一

された 高次の 意識 レ ベ ル が
， 前

の よ り単純で ， よ り低次の 意識 レ ベ ル を包摂す る とい う形 を と っ て 進ん で い くの で あ

る 。
こ れを時間の 発達過程 として 表示 して み る と ， 次の よ うに なる 。 （1）完全 に 前時間

的 ・非時間的な無時間→   直接的現在 の みの 時間 （過去 ・現在 ・未来 とい う線型時

間で は な く， 単純 な 現在 しか ない 時間）一→   過去 ・現在 ・
未来か らな る線型的 ・歴

史的 ・ 構文法的 ・自我的時間
一

→ （4＞ふ た た び 直接的現在 の み の 時間 （だ が   の 線型的

時間 1，C も気付い て い る）
一

→   真の 超時間 （無時間へ の 回帰，すべ て の 時間 の 根底に

流れ て い る 永遠の 現在 。 だが〔3）の 線型 的時間に も（4）の 直接的現在に も気付 きな が ら，

どち らに もと らわれ ない ）。 再び 無時間に 返る の で あるが ， それは 超時間的 ・ 超空 間

的 ・超言語的 ・超個入 的な無時間 な の で ある
（16 ）

。

ま とめ

　欧米の 心 理療法 は ， 自己 意識の 前状態 と超状態 とを区別 せ ず，異常 （abnorlna1 ）を

正 常 （normal ） に もた らそ うと努力 し て ， 正 常を正気 （sane ）だ と錯覚 して い た
（17）

。

だ か ら異常 の 続 発を 防止す る こ とが で きな い だ けで な く， 異常を 根本的に 治 療す る こ

ともで きな か っ た の で は ある ま い か
。

こ れ か らは ， さ らに 老年期が 長 くな る の で ， 超

越 領域 ない し は正気領域の 研究が ます ます重要 とな っ て くるに ちがい な い 。 それ だ け

に ， 図 1 日本人の ラ イ フ サ イ ク ル 図式 （こ れ だ けが逆時計回 りで 他の 図式 とちが っ て

い る が
， お 許 し い た だ ぎた い ） の 「死後 の 世 界」 の 部分 を超越領域や プ レ ロ ーマ （第

1 次物質） と読み か えて
， それ を再構成す る 試み があ っ て もい い の で は な い か 。

　紙面 の 都合上 ，本 稿で は それ へ の 予備的考察 に とどめ ， 新 し い ラ イ フ サ ィ ク ル 図式

の 提示 は 別 の 機会 に ゆ ず りたい
。

〈 注〉

（1＞ 青井和夫 「社会化再考」 （『教育社会学研究』 第31集 ， 1976年所 収）。

（2） 円 環型の 日本人の ラ イ フ サ イ ク ル は ， 坪 井洋文 「入 の 一生 」 （大島建彦 （編）『日

　本を 知 る辞典』社会思想社 ， 1971年所収）か ら借用 した D
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　（K ，ウ ィ ル バ ー 『ア ー
トマ ン ・プ ロ ジ ェ ク トー 精神発達の ト ラ ン ス パ ー ソ ナ ル 理

　論』， 吉福伸逸 ・プ ラ ブ ヅ タ ・菅靖彦訳 ， 春秋社 ， 1986年 ， は しが き， 、d頁）。

  　 K ．ウ ィ ル バ ー 『前掲訳書』7−9頁。

  　 K ，ウ ィ ル バ ー 『前掲訳書』 107−109頁 。

  　K 。ウ ィ ル ノ ミー 『前掲訳書』 45頁 。

  　 K ，ウ ィ ル パ ー 『前掲訳書』 168−169頁 。

  　K ．ウ ィ ル バ ー 『前掲訳書』338−340頁に よれ ば ， 彼は D ．　Cooper と同 じく， 通

　常の 成入の 自我意識水準を 「正常」の 典型 とみ なし ， 成入に な っ て も前個的構造 の

　意識 （前意識） しか もて な い 者 は 「異常」　（狂気）で あ る と考え て い た。
こ れ らに

　対 し て 「正気」 とは 超個 的構造の 意識 （超意識），
い い か ％れ ば 「悟 り」の 境地 に 達

　 した 人を さす こ とぽなの で あ る。
こ れ ら三 者 の 位置関係 は ， 本論文の 図 5 「ラ イ フ

　 サ イ ク ル の 要 点 ： 前対超」をみ よ 。 な お ， K ．ウ ィ ル バ ー r意識の ス ペ ク トル 』 1 ，

　吉福伸逸 ・菅靖彦訳 ， 春秋社 ， 1985年 ， 285−286頁 も参照 せ よ 。
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